
五種混合とは 

五種混合は、ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、ヒブ（インフルエンザ菌 b型）の

混合ワクチンです。 

 

ジフテリア 

ジフテリア菌の飛沫感染で起こります。のどの粘膜に感染すると、発熱、のどの痛み、 

犬吠様のせきなどの症状が見られ、重症化すると心筋障害や神経麻痺をおこす場合も 

あります。 

破 傷 風 

土の中にいる破傷風菌が、傷口から体内に入り感染し、麻痺やけいれん等を起こします。 

百日せき 

百日せき菌の飛沫感染で起こります。普通の風邪のような症状で始まり、ひどい咳により呼 

吸が難しくなることもあります。肺炎や脳症などの重症な合併症をおこす場合があります。 

ポ リ オ 

小児麻痺と呼ばれ、ポリオウイルスにより人から人へ感染します。手足に麻痺が現れること 

があります。 

ヒ ブ 

ヒブとは「インフルエンザ菌ｂ型」の略称です。これは冬季に流行する「インフルエンザウ 

イルス」とは別の感染症です。化膿性髄膜炎、肺炎など重篤な感染症を引き起こす可能性が 

あります。 

 

対象年齢 

生後２カ月以上７歳６カ月未満 

 

接種回数と接種間隔 

20日以上（標準的には 20日～56日まで）の間隔をあけて３回、３回目接種から６カ月以上

（標準的には６カ月以上１年６カ月まで）の間隔をあけて１回 
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「標準的接種期間」とは 

病気の性質などからこの期間に接種を

受けることが望ましいとされる時期 

1回目 


